
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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政府はデジタル改革と規制改革、

行政改革を一体的に議論する「デ

ジタル臨時行政調査会」を新設し

ました。金丸恭文フューチャー会

長兼社長らが就任。岸田文雄首相

が「現場の実態を十分に把握しな

い規制改革」が農業分野で進んで

いたと認識。官邸主導路線の転換

をうかがわせる主張を掲げてきまし

たが、規制会議を従来通り独立さ

せて存続するなど、「岸田カラー」

が早くも薄らいできた格好です。

（11/10付１面）

今週の記念日
★ 11月19日
「農協記念日」
ＪＡ全中が１９
４７年１１月19
日に公布され
た「農業協同
組合法」にち
なんで制定。
「農業者の協
同組織の発達
を促進するこ
とにより、農業
生産力の増進
及び農業者の
経済的社会的
地位の向上を
図り、もって国
民経済の発展
に寄与するこ
と」を目的に、
戦後の復興期
の食料生産の
安定化を支え
てきました。

第２次岸田内閣が発足し、経済

対策や補正予算の編成が加速

します。農政では2020年産米の

在庫15万㌧に対して「特別枠」

による支援を検討。長期保管や

＜日本記念日協会から＞

中食・外食、子ども食堂への販

売・提供を支援するもので補正

予算に計上予定。「人・農地プラ

ン」の法制化を含め、見直し議

論が加速します。 （11/6付3面）



ＪＡふくしま未来は、新型コロナ禍

による米価下落と、春先の凍霜害

に対するＪＡ独自の支援策として、

次期作支援事業１億7,000万円を

決めました。水稲や果樹の肥料を

はじめ種子代や防霜ファンの導入

などを助成します。（11/９付１1面）

ＪＡ全中と全国農政連は、ＪＡグループ

農政推進緊急全国大会を都内で開き、

新型コロナ対策などを与党に要請しま

した。重点要請として「市場隔離効果の

ある米の特別対策」を求めたほか、燃油

や肥料、飼料の価格高騰など産地の窮

状を訴えました。営農継続や経営安定

に向けた対策が必要で、中家徹全中会

長は「現場に寄り添った力強い農政の

実現」を強く求めました。（11/12付１面）
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先日、私の目の前でメロンが爆発しました。直売所で買った小玉のメロン。食べ頃を記し
たシールに従い、包丁の切っ先をメロンに刺した瞬間、「バン！」という爆音とともに発酵
した果肉が部屋中に散乱。予定より早熟で、発酵に伴うガスがたまっていたのが原因の
ようでした。考えてみればメロンは数日前から網目に白い泡を噴出させ必死になって異
変を伝えてくれていたのに、メッセージを無視してしまった己の未熟さを痛感しました。

毎週月曜日付に、

ニュースの背景

や深層を解説す

るコーナー「まい

ちゃん教えて！」。

米の需給緩和対

策「特別枠」につ

いて解説してい

ます。自民党は

「市場隔離効果

を持つ」としてい

ますが、保管後、

市場に出回るた

め、「市場隔離と

呼べる効果があ

るのか」と産地か

ら懸念の声が上

がっています。

（11/８付２面）


